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1．はじめに
　本校は，昭和 37 年に ｢栃木県立栃木工業高
等学校 ｣として設置され，今年で 56 年目を迎
える。県南地区専門高校の中核として社会の変
化や技術の高度化などに対応しながら工業界を
リードする活力ある人材を輩出してきた学校で
ある。現在，機械科，電気科，電子科，情報技
術科の 4学科が設置されている。
　本校では，「思いやりの心」で「いつでも，
どこでも，普段着で」奉仕活動ができる「心豊
かな技術者」を目指して，ボランティア・福祉
活動に取り組んでいる。本校の特色の一つに，
平成 4年度から 20 年以上にわたって行ってき
たボランティア活動「空飛ぶ車いす活動」があ
る。この活動は，使われなくなった車いすを修
理し，ボランティアの方々の手を経て，困って
いるアジアの国々の人々に車いすを送るという
活動である。これまでに海外へ送った車いすの
数は，平成 27 年度に 2,000 台を越えた。

　さらに，タイ王国で車いすの修理活動を行う
「タイ王国ボランティア交流研修」もこれまで
に 24 回実施されている。

2．研究の背景
　本校では，全科において高校生が小・中学生
対象に授業等を行う ｢出前授業 ｣やものづくり
の楽しさを教える ｢サイエンス・スクール in

栃工 ｣を毎年実施している。
　これらの取組を通して，小・中学生に高校で
様々な実験やものづくりの楽しさを体験しても
らうとともに，本校生の「異世代間の対人コミ
ュニケーション」や「プレゼンテーション力」
などの向上を図っている。
　そのため，本校では，これらのテーマや活動
内容にいろいろと工夫を凝らし毎年内容の充実
を図っている。
　さて，2020 年度から小学校でプログラミング
教育が必修化される予定である。また，世界に
目を向けてみるとすでにプログラミング教育の
必修化が進んでおり，誰もが学ぶ必須スキルに
なろうとしている。
　情報技術科ではこの点に着目し，こども達が
プログラミングなどを学べる手のひらサイズの
教育用パソコン ｢こどもパソコン ｣の組立キッ
トの開発や商品化に取り組み，｢出前授業 ｣な
どを活用して，プログラミング学習のできる環
境と教材の作成を継続的に行っている。

3．活動内容
⑴　起業家精神育成事業

起業家精神育成事業「イチゴジャムレシピ」
―栃工版こどもパソコンの開発と商品化へのアプローチ―

栃木県立栃木工業高等学校長　湯澤　修一

写真1　タイ王国ボランティア交流研修
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　本書は，ものづくり技術者の人材育成につい
て自らの実践に基づいて著したものである。
　著者は東京都大田区に本社を置き，ゲージや
治工具，金型などをつくる金属の精密加工では
トップクラスの技術をもつダイヤ精機㈱の社長
である。日経ウーマン「2013 ウーマン・オブ・
ザ・イヤー」大賞を受賞され，寸暇を惜しんで
講演活動なども行っている。また，近隣の工業
高校と提携し，デュアルシステムの生徒の受け
入れを行ったり，国の審議会の委員を務めたり
するなど，社会貢献も積極的に行っている。
　筆者は，創業者である父親が急逝したため，
32 歳のときに社長に就任し，後を継ぐことに
なった。おそらく大変な重圧の中で，会社を引
き継ぎ，中小企業の経営を担ってきたことが推
察される。
　技術の継承が必要なものづくりの企業とし
て，どのように人材を育成してきたのだろうか。
1000 分の 1 mm以上の精度が求められる精密
加工を行う技術力をどのように維持・向上させ
てきたのであろうか。
　当初は，社員の大半が社長より年上であった
とのこと。そのような中で，「人が育ち，人が
辞めない町工場にする」ために様々な工夫をし
てきたことが明るく描かれている。
　採用については，経験のある熟練技術者の求
職がままならないこともあり，未経験の若手を
積極的に受け入れている。その際，「従来の『技
術』に焦点を当てた採用から，『人』に焦点を
当てた採用」へと採用方針を転換している。人
柄やものづくりへの関心の強さを見極めてい
く。多少の経験や技術があっても，自信があり
過ぎる態度などはネガティブな評価を受ける。
未経験者でも謙虚で向上心がある者は将来性が
あると判断される。工業高校出身者だからとい

って，アドバンテージになるとは限らない。も
のづくりを通した人間性の育成がいかに重要で
あるかということを改めて実感する。
　離職率が高い時代にあって，未経験者を一人
前の技術者としてどのように育てていくのか，
1か月，3か月，1年，3年という節目で危機を
乗り越えられるよう，人材育成のプログラムが
組まれている。
　新入社員は座学の研修のあと，旋盤，フライ
ス盤，研磨機などの工作機械を扱い，実際の作
業を学ぶ。そして，担当する機械が割り当てら
れ，仕事面の世話をする教育係と生活の面倒を
みる若手生活相談係が決められ，新人教育が本
格的にスタートする。教育係が未経験者に一か
らものづくりの基本を教えていく。すべて OJT

で学んでいく。新人でも練習ばかりするのでは
なく，すぐに本番。はじめから製品を作らせる。
緊張感や集中力をもたせないと上達しないから
である。ロスが発生し材料が無駄になるのは覚
悟の上である。
　その他に人材育成のために行う様々な取組が
紹介されている。
　例えば，「交換日記」として業務日誌を自由
に書かせ，新人の悩みや戸惑いを把握する。自
己の能力アップの目標を描く「チャレンジシー
ト」を書かせ，目標管理を行う。年に 2回，「QC

発表会」を行い，プレゼンの機会を設け，「考
えるものづくり」ができる人材育成を図る。「こ
れだけは絶対に誰にも負けないもの」をもたせ，
自信を植え付ける。このように様々な方策を講
じて新人を育成し，ものづくり技術者としての
成長を促している。
　あとは本書をじっくりと読んでいただきた
い。ものづくり現場で働く技術者とものづくり
で社会に貢献する中小企業を思わず応援したく
なるような良書である。

（日経 BP社，261 頁，1,600 円＋税）　（巽公一）

ザ・町工場
諏訪貴子　著
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　起業家精神育成事業は，栃木県教育委員会主
催で「事業実施校の企画に基づき，企業の協力
を得ながら販売実践や企画シミュレーションを
行うことにより起業家精神を養い，グローバル
社会に対応できる人材を育成すること」を目的
とする事業である。
⑵　イチゴジャムレシピ
　平成 27 年度，「IchigoJam」（㈱ jig.jp製）とい
うパソコンに注目し，そのパソコンに本校独自
の回路を加えた「栃工版 IchigoJam」を製作し，
小・中学生にパソコンの製作とプログラミング
を体験してもらう「サイエンス・スクール」を
行った。平成 28 年度，起業家精神育成事業に
採択され，情報技術科3年｢課題研究｣の中で，
「栃工版IchigoJam」をさらに使いやすく改良し，
小・中学生のプログラミング学習の教材として
使用できる「新栃工版 IchigoJam」を製作・商
品化できないかと考え，その研究を「イチゴジ
ャムレシピ」と名付け研究を開始した。
⑶　栃工版 IchigoJamについて（平成 27 年度）
　「IchigoJam」は 2014 年教育用パソコンとし
て開発され，㈱ jig.jpが開発したシステムプロ
グラム（無償公開）をマイコンに組み込むこと
で，BASIC言語によるプログラミングが可能に
なるが，生徒が実際にプログラミングで使用し，
・プログラムの保存が 4つしかできない。
・システムのバージョンアップができない。
・パソコンとのやりとりができない。

などの改善点を見つけた。そこでこれを解消す
るために，CADでマイクロUSB変換モジュール，
LED，拡張メモリ，スイッチ，スピーカ，USB

ポートなどを追加した基板を設計し，平成 27
年 9 月に「栃工版 IchigoJam」を完成させた。
⑷　新栃工版 IchigoJam商品化構想（平成28年度）
　研究を進めていく中で，テレビのニュースや
新聞で，小学校でプログラミングの授業が必修
になる報道を目にし，生徒達が小学・中学・高
校生向けにプログラミング学習やものづくりの
「作る楽しさ」を教える教材と，大人向けに昔
の懐かしさを感じられるパソコンを商品化でき
ないかとアイディアを出し，パソコンに保存で
きるファイル数やパソコンからドライブできる
直流モータ接続数を増やす改良を加えた「新栃
工版 IchigoJam」を平成 28 年 9 月に開発した。

　｢新栃工版 IchigoJam｣ の特徴は，
①　IchigoJam-BASICを組み込むことで，小学
生からプログラミング学習ができる
②　直流モータ用ドライバー ICを標準で搭載
しているので，本体を小型ロボットに取り付け
配線すれば，組込み用ロボットプログラミング
学習用ボードとして活用できる
③　USBシリアル変換モジュールを標準で搭
載しているので，通常のコンピュータと容易に
接続・連携でき，BASIC言語のバージョンア
ップや，JavaScript言語や C言語（mbed）など，
ユーザのレベルや目的に応じたプログラミング写真2　「栃工版 IchigoJam」

写真3　「新栃工版 IchigoJam」
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マシンに簡単に変化させることができる
ことが挙げられる。さらに ｢新栃工版 Ichigo 

Jam｣ に栃木県が開発した新種のいちご“スカ
イベリー”にちなみ，｢SkyBerryJAM｣ と愛称
をつけた。
⑸　出前授業
　こどもパソコン「SkyBerryJAM」を使って，
市場調査を兼ねた本校生による小・中学生向け
の「プログラミング出前講座」を実施した。
【出前講座の内容】
①目的
・プログラムの楽しさを知ってもらう
・商品化に向けてアンケートを実施する
②対象　小学校 5，6年生
③内容　A基礎編　 BASIC言語を用いたプログ

ラミング基礎演習　45 分
　　　　B応用編　 ゲームやロボット動作プロ

グラムなど　45 分
④使用機材　SkyBerryJAM，キーボード，モニタ
⑤その他　授業終了後，アンケート実施
⑥平成 28 年度実績
　小学校　3校　121 名対象
　中学校　4校　64 名対象
⑦小・中学生の感想より
・説明がわかりやすくとても楽しかった。
・もっとプログラミングについて知りたかった。
・プログラムを作って楽しかった。
⑧本校生の感想より

・初めは緊張したが，徐々に説明ができるよう
になった。
・プログラミングへの興味・関心の高さを感じ
ることができた。
⑹　商標登録を目指して
　イチゴジャムレシピ活動を始め，出前授業を
何度か実施していくと，自分達のパソコンに愛
称をつけ，商品化に弾みをつけたいという願望
が生徒に芽生え，「SkyBerryJAM」という愛称
と商品化した時に使用するロゴを制作したが，
「SkyBerry」という名称が使用できるのかとい
う新たな課題が発生した。
　そこで，平成 28 年 11 月 7 日，いちご王国“と
ちぎ”が誇るいちご研究所（栃木県農業試験場 

栃木市大塚町）を訪問した。訪問の目的は，商
品化を目指しているこどもパソコンの愛称に，
栃木県が持つ商標権「スカイベリー」の名称が
使用できるかどうかである。
　生徒はイチゴ研究所の方にこれまでの活動を
報告し，愛称が使用可能かと使用可能である場
合，どのようにしたら商標登録ができるかなど
の情報交換を行った。いちご研究所の方から，
愛称「スカイベリー」が使用できることと商標
権の申請方法等を詳しく教えていただいた。現
在，商標登録申請中である。協議・懇談後，試
験場の説明や圃場を見学させていただき，いち
ごの歴史や現状・新品種の開発研究など，いち
ごに関する深い知識を得ることができ，併せて，

写真4　出前授業の様子 写真5　いちご研究所訪問
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本家いちご「スカイベリー」との共同活動の提
案について意見交換を行った。生徒の成長とや
る気を肌で感じることができた訪問であった。
4．成果と課題
　栃木県教育委員会主催「平成 28 年度起業家
精神育成事業」に応募し採択された，研究テー
マ「イチゴジャムレシピ　～栃工版こどもパソ
コンの開発と商品化へのアプローチ～」の「プ
ログラミングが学べるこどもパソコン」の商品
化を目指した取組を通して，次のような成果を
収めることができた。
・「こどもパソコン」を周知するために各種イ
ベントに参加し展示・紹介を実施し，地域の方
に本校を理解してもらうよい機会となった。
・小学校 2校 120 名，中学校 4校 45 名を対象
としたプログラミング出前講座を実施し，事業
の目的の一つである，小・中学生にプログラム
の楽しさを知ってもらうことができた。
・商品化に向けてのアンケートを実施でき，実
際に商品化する上でとても参考になった。
・「こどもパソコンの新基板の開発」と「商品
サンプル」の試作など，生徒の技術面での向上
が見られた。
・新たに考案した「SkyBerryJAM」のロゴマー
クと「SkyBerryJAM」の名称の特許庁への商標
登録の申請ができ，生徒たちのモチベーション
が上がるとともに開発の楽しさを知った。
・｢こどもパソコン｣組立キット｢SkyBerryJAM｣
が商品化され，平成 29 年 3 月より市内のアン
テナショップ等で販売を始めることができた。

・「起業家精神育成事業成果報告会」，「情報技
術科課題研究発表会」，｢校内生徒活動報告会」
（最優秀賞受賞）など，成果を発表する機会が
多く持て，プレゼンテーション力が向上した。
・「プログラミング出前授業」を繰り返し実施
していく中で，当初は，小学生から「わかりま
せん」と言われると直ぐに手伝ったりやってあ
げたりしていた生徒が，回を重ねる毎に，徐々
に小学生にアドバイスを行い，少し考えさせる
時間を持たせられるようになるなど，余裕を持
って指導ができるようになった。
・事後アンケート結果を自分達でまとめ，次の
出前授業にその結果を活かせるようになった。
　また課題として，「プログラミング出前授業」
を小・中学生によりわかりやすいものとするた
めに，「プログラミング出前授業」用テキスト
の改善と組込み用ロボットプログラミング学習
用ボードとして活用するための「SkyBerryJAM」
用制御教材の開発が挙げられる。

5．さいごに
　今後の活動として，小・中学校や美術館で出
前講座を 11 回開催することと，10 月に開催す
る「サイエンス・スクール in栃工」に，市内
の 20 名の小学生と先生役として情報技術科 3
年生 10 名が参加し，こどもパソコン ｢SkyBerry 

JAM｣ の製作とプログラミング学習を行う予定
である。
　起業家精神育成事業「イチゴジャムレシピ　
～栃工版こどもパソコンの開発と商品化へのア
プローチ～」の研究を通して，生徒の「課題解
決力」，「コミュニケーション能力」，「プレゼン
テーション力」の向上へとつなげることができた。
　今後も，このこどもパソコン「SkyBerryJAM」
を通して，「ものづくりやプログラミングの楽
しさを広める」活動を推進していきたい。
　さらなる詳細は，本校公式ホームページ内に
専用ページを設けているので参考にされたい。

写真6　商品化されたSkyBerryJAM組立キット
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